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船舶事故調査報告書 

 

                            平成２４年１２月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２４年１月７日 ２０時４０分ごろ 

発生場所 神奈川県横須賀市横須賀港第１区吉倉岸壁Ｙ－３  

 横須賀港海上自衛隊吉倉南桟橋灯柱から真方位２８１°１６０ｍ付

近 

 （概位 北緯３５°１７.４′ 東経１３９°３９.１′） 

事故調査の経過  平成２４年１月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

補給艦 ときわ、８,１５０トン（排水量） 

 ＪＳＶＮ（信号符字）、防衛省 

 １６７.００ｍ×２２.００ｍ×８.２０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関２基、２０,００４kＷ（合計）、平成２年３月１２日

 乗組員等に関する情報 艦長 男性 ５３歳 

 運航一級（防衛省基準） 

 機関二級（防衛省基準） 

 三級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 平成１０年１１月２６日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２０年１０月２１日 

  免状有効期間満了日 平成２５年１１月２５日 

副長 男性 ４５歳 

 運航一級（防衛省基準） 

 機関二級（防衛省基準） 

機関長 男性 ５３歳 

 機関一級（防衛省基準） 

 運航二級（防衛省基準） 

機械長 男性 ５０歳 

 死傷者等 なし 

 損傷 ２号‘発電機原動機’（以下「補機」という。）、１号配電盤、２号燃

料重力タンク等焼損 

 事故の経過  本艦は、艦長、副長、機関長及び機械長ほか１１６人が乗り組み、

横須賀港第１区吉倉岸壁Ｙ－３において停泊中、平成２４年１月７日
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２０時４０分ごろ操縦室兼応急指揮所（以下「操縦室」という。）の

応急監視制御盤の火災警報ランプが点灯して警報を発するとともに、

モニターに２号補機火災が表示された。 

 操縦室で当直していた機関科員Ａは、機関科員Ｂに機械室で火災が

発生したことを連呼しながら当直士官に報告するよう指示するととも

に、自らは状況確認のため、火災警報発生場所付近に向かった。 

 機関科員Ａは、火災警報発生場所付近の２号補機の過給機周辺が大

きく燃え上がっていること、及び２号補機排気管上部、交流発電機船

尾側上部、計器盤下部などの火災を認め、持運び式炭酸ガス消火器で

消火を試みたものの火勢が衰えなかったため、２号補機の直上のデッ

キに置かれている２号燃料重力タンクの燃料取出元弁を閉鎖しようと

階段を上がったが、２号燃料重力タンク付近の貫通部から煙と炎が上

がっており、燃料取出元弁を閉鎖することができなかった。 

 また、機関科員Ｂから火災発生の報告を受けた当直士官は、在艦員

による消火活動を開始するため、２０時４１分ごろ防火部署を発動し

た。 

 本艦は、本艦の消防隊、本艦の右舷側に接舷していた僚艦の消防隊

及び横須賀市消防局による消火活動の結果、２３時１０分ごろ出火場

所付近及びその隣接区画の鎮火が確認された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 １、視界 良好 

海象：海面 平穏 

 その他の事項 

 

 本艦の機械室は、下方から順に底部床、４甲板～１甲板の５段から

なり、底部床に２基の主機が、４甲板の前方中央部に１号配電盤、右

舷中央部に１号補機が、左舷艦首側に２号補機が、左舷中央部に３号

補機が、３甲板の右舷船首側に２号燃料重力タンクが、艦首中央から

右舷寄りにかけて操縦室がそれぞれ配置されており、機械室後部は、

ボイラ室となっていた。 

 補機は、１～３号のほか、ボイラ室後部の発電機室に４号補機が設

置されており、１～３号補機は機側で手動により始動する形式であっ

たが、４号補機は機側で手動により始動するほかに操縦室で遠隔始動

できるようになっていた。 

 ２号補機は、艦首側にフライホイルを、その上部に排気ガスタービ

ン過給機（以下「過給機」という。）を、過給機の船尾側に燃料２次

こし器を、その下方に計器盤をそれぞれ備えており、通常運転中の過

給機高温部の温度は、約２２０～２９０℃であった。 

 補機は、燃料油として軽油を使用しており、その発火点は、２５０

～２９０℃であった。 

 機械室には、火災警報装置用とし、熱式探知器及び煙式探知器がそ

れぞれ１０個ずつ取り付けられていた。 

 機械室には、消火設備とし、泡消火装置（ＴＡＳ消火装置）、電動
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消火ポンプ、非常用消火ポンプ、移動式ガソリン機関駆動の消火ポン

プ、持運び式消火器などが備えられていた。 

 ＴＡＳ消火装置は、付属の電動ポンプと原液タンクを備えていた

が、本事故時、電源を喪失したために使用することができず、また、

電動消火ポンプも使用することができなかった。 

 非常用消火ポンプは、ディーゼル機関駆動であったが、操作に人手

を要するため、本事故時、非常用消火ポンプを運転せず、移動式ガソ

リン機関駆動の消火ポンプを使用して消火活動を行った。 

 本艦は、本事故時、２３人が在艦していた。 

 本艦は、本事故当日の０７時１５分ごろ１号補機から２号補機に切

り替えられ、その後、約１時間ごとに機関科当直員による点検が行わ

れており、また、本事故直近では１９時４５分ごろに点検が行われて

いたが、いずれも異状が認められなかった。 

 本事故後の修理会社による点検の結果、次のことが判明した。 

 ・２号補機付近からウエス等の可燃物の燃え残りは発見されなかっ

た。 

 ・機械室内に付着していた煤
すす

は、油分を含んでいた。 

 ・２号補機の潤滑油の多くは、オイルパン内に残存していた。 

 ・２号燃料重力タンクは、本事故当日の１８時の計測では約２,４

００ℓの残量があったが、本事故後にはなくなっていた。 

 ・２号補機は、過給機に近いほど溶損が激しく、遠くなるにしたが

って溶損が少なくなっていた。 

 また、修理会社による燃料２次こし器の燃料漏洩試験において、燃

料出入口管、燃料空気抜きボルト及びセンターボルトが緩むと燃料が

噴出し、過給機方向にも降りかかることが確認された。 

 

燃料２次こし器 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

なし 

あり 

なし 

 本艦は、横須賀港第１区吉倉岸壁Ｙ－３において停泊中、２号補機
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の燃料配管系統から燃料が噴出して過給機の高温部に降りかかったこ

とから、出火して周辺の可燃物に延焼したものと考えられる。 

 ２号補機は、燃料２次こし器の燃料出入口管、燃料空気抜きボルト

又はセンターボルトが緩んで燃料が噴出し、過給機高温部に振りかか

った可能性があると考えられるが、燃料配管系統の溶損が激しく、噴

出元を明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、夜間、本艦が、横須賀港第１区吉倉岸壁Ｙ－３において

停泊中、２号補機の燃料配管系統から燃料が噴出して過給機の高温部

に降りかかったため、出火したことにより発生したものと考えられ

る。 

 




